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本発表における利益相反はありません。

本発表はルナパス毒性病理研究所の委託を受けて作成されたものであり、公開先は

同社への講演依頼者に限定されています。また、発表内容は根拠をもとに立論され

ていますが、一部には発表者あるいは専門家の経験をもとに提案された内容も含ま

れています。従って聴講される皆様はあくまで参考の一つとしてお考えください。ま

た、施設内の感染防御・感染対策に役立てることを目的として本発表を利用する場合

に限り、事前のお申し出により本資料を施設内限（社内限）として提供させていただき

ます。

COI



4

Contents

Ⅰ研究施設の感染防御 （非常に手短です。）

１） はじめに
２） 感染発生時の緊急対応全権者を決める
３） 手順を決めておく
４） 用意しておくべき物品
５） GLP試験なのど実施中試験を守るための整備（試験トリアージなど）
６） 環境整備

Ⅱ 感染発生時の対応
１） 初動３時間
２） 同日あるいは２日目
３） ２日目以降から終息宣言まで



5

Ⅰ研究施設の感染防御
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Ⅰ 施設の感染防御

１） はじめに

この発表においては研究施設の職員の感染防御・感染発生時の対応に

ついて講演します。但し、皆様のすでにある防御策の変更を求めるもの

ではありません。あくまで一つの参考です。
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一般的な対応についてはCDCのガ

イダンスやWHOのマニュアルが参

考になります。

しかし、これらには施設内で職員が

感染した際の具体的な対応につい

てまで詳しく書かれたものではあり

ません。

各施設の事情に合わせた適切な対

応方策を講じておく必要がありま

す。

Ⅰ 施設の感染防御
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Ⅰ 施設の感染防御

２） 感染発生時の緊急対応全権者を決める

a) 感染時緊急対応責任者指名の目的と権限明確化

b) 感染時緊急対応責任者にやらせていけないことの

明確化（例えば会社としての広報）

c) 外部専門家と施設内責任者との協働実施
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Ⅰ 施設の感染防御

３） 手順を決めておく

感染発生時の対応と重複するため省略します。
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Ⅰ 施設の感染防御

４） 用意しておくべき物品

平常時
• ⼿順書
• サージカルマスク
• ⼿袋・ディスポグロー

ブ
• ワイプ
• アルコール消毒剤
• 動線マップ
• 職員勤務位置MAP
• 体温計

発⽣時
• N９５マスク（フィット

テスト含）

• HALO呼吸器防護具
• フェイスフード
• 防護服
• 隔離室（即時転⽤）
• 感染者への説明資料
• 送⾵機（強制換気）
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Ⅰ 施設の感染防御

５） GLP試験なのど実施中試験を守るための整備（試験トリアージなど）

平常
時• 試験管理（GLPシステム）をオン

プレミスから外部ホスティングへ
変更（外部エンジニアが施設に⽴ち⼊れない場合
に対応GLP認証受けた外部ホストなど）

• 集中空調から試験室独⽴空調へ切
り替え（可能であれば空気洗浄可能型空調）

• 試験トリアージ基準を設ける

発⽣
時

発⽣時
では間
に合わ
ない
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Ⅰ 施設の感染防御 出典：モレーンコーポレーション
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Ⅰ 施設の感染防御
出典：モレーンコーポレーション
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1) ヒトから動物への感染 動物特にサル・ブタから作業員・研究者

への感染には多くの施設で十分な対策が講じられている。一方、
ヒトから施設内動物への感染には今まで十分な配慮がなされて
いたとは言い難い。

2) 動線上のボトルネック解消
3) 体温測定

4) 人種確認と配慮
5) 動物飼育室内の管理（
6) オフィスの管理
7) 就労時間の工夫 シフト
8) 飲食の禁止
9) 換気

10) 高頻度接触面の消毒あるいは解消

Ⅰ 施設の感染防御

５） 環境整備

a) 条件の重なるクラスターを作り出さないこと

b) 室内機会換気回数を上げる（オールフレッシュ）

c) 室内窓空け換気を励行する

d) 高頻度皮膚接触箇所の特定と毎日消毒

e) 高頻度皮膚接触箇所の排除（可能なもの）

f) 職員全員の手指消毒励行

g) 職員全員によるデスク周りワイプの励行

h) 正対面デスクの解消（飛沫防御バリア）

i) 職員の動線動態調査（集中箇所特定）

j) ユニット全滅防止（居室を分ける）

k) 昼食時間の時間わけ



15

クラスターの発生リスクを下げるための３つの条件

１）換気を励行する：可能であれば２方向の窓を同時に開け、換気する。

２）人の密度を下げる：人が多く集まる場合には、会場の広さを確保し、お互いの距離
を１〜２m程度空けるようにする。

３）近距離での会話や発声、交唱を避ける：やむを得ず近距離での会話が必要な場合、
咳エチケットを徹底し、マスクを着用する。

Ⅰ 施設の感染防御
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Ⅱ感染発生時の対応
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Ⅱ 感染発生時の対応

新型コロナウイルス感染症に対する感染管理
改定2020年3月5日 国立感染研究所

https://www.niid.go.jp/niid/images/epi/corona/2019nCoV-01-200305.pdf

⼀般的にはこれが参考に
なりますが、研究施設で
発⽣した場合は特別な対
応も必要です。

https://www.niid.go.jp/niid/images/epi/corona/2019nCoV-01-200305.pdf
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Ⅱ 感染発生時の対応（初動３時間）

感染の疑いのある職員が出た場合、初動の３時間でその
後の対応規模が大きく左右されます。

初動の３時間は極めて重要です。
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Ⅱ 感染発生時の対応（初動３時間）

午前１０時感染の疑いのある職員が現れる
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1） COVID-19感染症の疑いのある職員(A)には、直ちにサージカルマスクを着用させる。

２） Aに対応する者は標準防具に加え、接触・飛沫予防具を装着する。
✴サージカルマスク、手袋、不織布またはプラスチックガウン、アイシールド。咳、くしゃみを有する場合は、N95マスク以上のレベルの防護着用。

4) 感染緊急担当責任者より全職員に館内緊急放送アナウンス・メールを行う。

5) Aを直ちに他の職員と切り離して対応できる場所を確保する。
✴重篤でなければ、できるだけ速やかに帰宅させる。呼吸障害等緊急性がある場合は保健所・医療機関と連携し移送する。

Ⅱ 感染発生時の対応（初動３時間）

午前１０時〜11時
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Ⅱ 感染発生時の対応（初動３時間）

ちょっと大げさですが、対応する職員が安心して対応できることが重要

出典：モレーンコーポレーション
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Ⅱ 感染発生時の対応（初動３時間）

午前１１時〜１２時

6） Aが帰宅するまでに感染情報聞き取り手指衛生および咳エチケット指導する。
✴喋らずに文書やイラストで説明するのが望ましい。 但し、Aの症状が重篤の場合はこれを省く。

7） 全職員（受付、案内係、警備員など含め）へ通知し電話で報告させ、接触確認リストを作成する。
✴保健所へ提出と施設内感染拡大防止のため。（別途スキームがありますが今回は省略）

8） ７と同時に接触者を全員帰宅させ可能な限り他者との接触を避け待機させる。
✴接触者を集合させたりしないこと。詳しい聞き取りは帰宅後でも良い。
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Ⅱ 感染発生時の対応（初動３時間）

午前１２時〜１３時

9） 施設外からの入館を禁止する。

10） 外出・出張中の職員に自宅待機命令を出す。

11）Aが立ち入っていない別建物を特定し、更に同建物の中で明らかにAと接触していない職員を特定する。
✴以降の対応で協力を得るため。共有するカフェテリアなど注意

12）Aの動線全てと接触確認者の動線の全面換気（室内空気解放）を行う。

13）Aの動線全てと接触確認者の施設・備品などの高頻度接触物の消毒を行う。（消毒ワイプ）
✴該当職員の動線を最優先とし、次に動線に関わりなく高頻度接触面（全ての手すり、磁気カードセンサー、ドアノブ、テーブル等）
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感染者発見から２日目

Ⅱ 感染発生時の対応（同日あるいは２日目）
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1） 感染緊急担当責任者よりAおよび自宅待機者へ状況を報告させる。
✴感染緊急担当責任者は対外的な広報担当ではない。施設として対外対応危機管理責任者は別途必要である。

２） 当局によるAの感染源の特定に協力する。
✴施設内での二次感染ではないことを想定しているが、感染源が特定できない場合は他の職員からの二次感染を想定した対応を行う。

Ⅱ 感染発生時の対応（２日目）
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対象者

施設内感染

サル・ブタ他バイオハ
ザード取り扱い者

YES 

YES: エリア・接触者特
定

適切に報告

外部感染

NO: 上記の取り扱い者との濃
厚接触（同居など）有無

NO
特定エリア内での異変確認

・設備破損
・Broken container
・動物の噛みつき
・⽣体サンプルへの接触
・Aの接触者特定

当局に協⼒
施設内感染に関する報告

Ⅱ 感染発生時の対応 （調査方法）

試験トリアージスキーム
発動
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対象者

施設内感染

サル・ブタ他バイオハ
ザード取り扱い者

YES 

YES: エリア・接触者特
定

適切に報告

外部感染

NO: 上記の取り扱い者との濃
厚接触（同居など）有無

NO
特定エリア内での異変確認

・設備破損
・Broken container
・動物の噛みつき
・⽣体サンプルへの接触
・Aの接触者特定

当局に協⼒
施設内感染に関する報告

Ⅱ 感染発生時の対応 （調査方法）

そんなこと有り得ない

私もそう思います。

でも近隣住民や社会は
「そうは思いません。」

あなたの会社はあなたに
ではなく、「そうは思わな
い」人たちを納得させるコ
ンプライアンス＆アカウン
タビリティーが必要。

試験トリ
アージス

キーム発動
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感染者発見から２日目以降から終息宣言まで

Ⅱ 感染発生時の対応（同日あるいは２日目）
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今回は時間の都合で省略しますが、概ね以下の通りです。

在宅勤務： 可能者を全員在宅とする。

時差出勤： 出勤する者は時間差出勤し、同時間に勤務する職員の数をできるだけ減らす。

夜間出勤： 夜間でも業務に支障がない者は場合により夜間出勤を認める。

リザーブ・テクニシャン： 緊急支援契約締結など

実施中試験の断捨離： Aがvivoで物理的接触をした実施中試験がある場合、動物への影響を評価し、継続、中止を決定。

複数試験の断捨離を決める場合： 短期試験は中止する。長期試験は試験後半期であれば隔離状態を作り出し試験終了を目指す。

Ⅱ 感染発生時の対応（２日目以降から終息宣言まで）
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Ⅱ 感染発生時の対応

実際は詳細な手順がありますが、本日は時間の都合でエッセンスのみお話
しました。ご了承ください。

本発表についてはルナパス毒性病理研究所、PDS、並びにモレーン・コーポ
レーションの協力を得ました。



いずれにしろ、施設内感染を防ぐのは職員全員の意識レベルの⾼さです。
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ここで質問です。

施設の⼊り⼝で⼿指消毒していた職員に質問しました。

「あなたは何をしているんですか？」
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Aさんの答え→ ⼿指消毒しています
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Xさんの答え→ アルコールの殺菌⼒でバクテリア、ウイルスを殺しています

Cさんの答え→ 感染から職員と施設を守る活動をしています

作 業

成 果

意 義

Bさんの答え→ 規則・指導に従い感染対策しています

オタク



最近の質疑応答

Q1：当社では事態が切迫して来たら動物室作業については2班体制をとる予定です
が、業務への影響も大きく、なかなか決断できません。基本的には各施設にて決め
ることと理解していますが、なにか客観的なよい目安等がありましたら、教えていただ
けないでしょうか。

Ans. チーム分けは非常によろしいと思います。ただし日常業務への影響もあります
ので、最低限やるべきこととして緊急訓練を兼ねて期限付きで２反体制としてみるの
もいいかもしれません。例えば今月は２班体制とし、各班にリザーブテク二シャンを入
れてみるなどです。常には難しいがいざとなればできることを確認しておくことも立派
な対応かと思います。



最近の質疑応答
Q2：講演の中で感染が確認された者が動物室の作業に従事していた場合、短期、長
期の試験に分けて対応を示していただいていました。動物室への入室時には服を着
替え、手袋、マスクをし、作業時も長時間話をすること等はありませんが、これらを理
由に試験を継続することは客観的に難しいのでしょうか（動物数を削減するのは作業
人数が減少する可能性が高いからともお話しされておられたのは理解しています）。

Ans. 基本的に新型コロナウイルスでヒトから動物への感染はペットで確認されたよう
ですが、動物管理の厳しい実験施設では非常に起こりにくいと考えます。大事なのは
大動物などで職員への噛みつきなどかと思います。そのような事故がないことを確認
した上で、動物への感染はないと判断しても良いでしょう。但し、「感染は考えにくい
ため経過を観察しつつ試験続行」と話をつけることになります。経過観察中には当然
動物の感染検査を行いますので判定はできます。



最近の質疑応答
Q3：動物室での作業者に感染者が発生した場合、動物室内の消毒をど
の程度、実施した方が良いのでしょうか。

Ans. 基本的には試験に影響がないよう強烈な噴霧を伴う消毒はせず、
消毒ワイプによる拭き取りが最も効果的です。拭き取り場所は接触可能
性箇所のほか、作業台、壁などです。ケージなどは洗浄に出してしまえ
ば消毒の必要はありません。空調は時間あたり14回程度はなされている
と思いますので、強制換気は不要です。むしろ飼育室よりも更衣室・更衣
室の洗面所、共用ロッカーなども消毒箇所として重要です。



最近の質疑応答
Q4：セミナーのご発言として「社内に感染者が発生した場合の安全性の考え方は、サ
イエンティストと一般住民とは異なる」とのお話でした。試験施設が住宅地内にある当
社において、患者が多数発生した場合、近隣の地域住民へはどのような情報を発信
すべきか、発信そのものの是非を含めて、ご意見をご教示頂ければ幸いです。

Ans. まず感染の場合、法律上医療機関が厚生労働省へ届出義務のある感染・疾患
の場合は広報として情報開示すべきです。但し、そうではなく施設内でコントールでき
る、あるいは感染性の低いものであれば保健所と相談した上で決めて良いと思いま
す。仮にCOVID-19の感染があった場合ですが、保健所の監修のもと感染の事実と
人数を公表するか、しないかですが、現実的にはこの種の話は必ず漏れます。一番
まずいのは話や噂話が大げさな話になり広がった場合です。そうならないためには
早めに事実を公表するのが最大の安全策かと思います。その際は職員は事業所内
のみで就役しており近隣への外出はなかったことを付け加えるなど配慮が必要かと
思います。



最近の質疑応答
Q5：セミナーの中で、GLP試験のトリアージの話がありましたが、もし当社で感染者が
出てしまい、その感染者がGLP試験の投与を行っていた場合、試験の継続の可否を
判断する上で、ポイントとなる点はありますでしょうか？例えば、感染者がどの程度、
試験操作に従事していたか、試験動物に肺炎等の症状があるかどうか、などになる
でしょうか？具体的な例がもしあれば、ご教授いただけますと幸いです。

Ans. COVID−19については具体的な事例はありません。基本的にはいかに試験を
守るかという視点で考えますが、長期試験など経済的損害の大きいものを優先する
ため短期試験を犠牲にすることが民間企業では必要になると思います。試験従事者
から動物への感染の有無がはっきりすれば継続あるいは中止の判断になりますの
で、一定の観察継続を行なっている間に諸検査で感染の有無を確認することが必要
です。例えば感染者が関わった試験が開始間もない時期であれば、中止した方が経
済的にダメージが小さいこともあります。基本的には試験を継続することを念頭にし
ますが、多くの職員が出勤できない状況ではトリアージは臨機応変に必要となります。



最近の質疑応答
Q6：感染者が出たものの、試験を継続した場合、最終報告書の中で試験に与える影
響について記載した方がよいでしょうか？

Ans. 感染が少人数で終息し、その試験が感染者と直接的に繋がっていなければ記
載の必要はないと考えます。（報告書では不要でも上場企業の場合はIRで公表する
必要あり。）
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